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浜
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査
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民衆の
声

ボイ
ス

■
障
害
者
虐
待
防
止
セ
ン
タ
ー
を
開
設

　
10 
月
か
ら
障
害
者
虐
待
防
止
法
が

施
行
さ
れ
、
併
せ
て
通
報
・
届
け
出
窓

口
が
開
設
さ
れ
ま
し
た
。

　
精
神
保
健
福
祉
士
や
社
会
福
祉
士
な

ど
の
専
門
職
が
24
時
間
3
6
5
日
対
応

し
ま
す
。通
報
や 

届
出
の
内
容
か
ら
、
虐

待
が
疑
わ
れ
る
ケ
ー
ス
に
つ
い
て
は
、
健

康
福
祉
局
や
各
区
福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー 

等
が
連
携
し
な
が
ら
障
害
者
の
保
護
・

自
立
の
支
援
等
に
向
け
対
応
し
て
い
き

ま
す
。

☎
0
4
5
・
6
6
2
・
0
3
5
5

　
　
　
　
　
　
　         

（
24
時
間
受
付
）

人に優しい政策が実現、スタートしました！
■
妊
婦
歯
科
健
康
診
査
が
ス
タ
ー
ト

　
10 
月
か
ら
妊
娠
中
に
1
回
、
無
料
の

歯
科
健
診
を
開
始
。母
子
手
帳
と
一
緒

に
無
料
受
診
券

が
交
付
さ
れ
、
市

内
9
5
0
カ
所

の
歯
科
診
療
所

で
予
約
の
後
、
受

診
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
小
児
医
療
費
助
成
制
度
の
対
象
が
拡
大

　
10 
月
か
ら
通
院
に
か
か
る
小
児
医

療
費
無
料
化
の
対
象
年
齢
が
就
学
前

か
ら
小
学
１
年
生
ま
で
に
拡
大
さ
れ

ま
し
た
。

　
公
明
党
は
、
平
成
4
年
に
横
浜
市
会

で
初
め
て
無
料
化
を
主
張
し
て
以
来
、

一
貫
し
て
拡
充
に
努
力
し
て
き
ま
し

た
。今
後
も
、
所
得
制
限
の
撤
廃
と
と

も
に
小
学

6
年
生
ま

で
の
拡
大

を
目
指
し

ま
す
。

■
24
時
間
対
応
の
訪
問
介
護
・
看
護
サ
ー
ビ
ス

　
高
齢
化
が
進
む
中
、
自
宅
で
安
心
し

て
介
護
や
医
療
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら

れ
る
24
時
間
型
の

訪
問
介
護
・
看
護

サ
ー
ビ
ス
が
10 
月

か
ら
始
ま
り
ま
し

た
。

　
現
在
、
各
区
に

一
カ
所
ず
つ
市
が
指
定
し
た
事
業
者

が
同
サ
ー
ビ
ス
を
手
が
け
て
い
ま
す

が
、
平
成
26
年
度
ま
で
に
倍
増
す
る
予

定
で
す
。

■
犯
罪
被
害
者
へ
の
相
談
窓
口
を
設
置

　
犯
罪
被
害
に
苦
し
む
被
害
者
や
そ
の

家
族
の
相
談
に
応
じ
、
支
援
す
る
た
め

の
犯
罪
被
害
者
相
談
窓
口
が
開
設
さ
れ

ま
し
た
。県
の
窓

口
と
は
別
に
、
横

浜
市
独
自
に
福

祉
職
を
配
置
し
、

関
係
専
門
機
関

と
も
連
携
し
て

相
談
者
に
寄
り

添
い
な
が
ら
支

援
し
ま
す
。

☎
0
4
5
・
6
7
1
・
3
1
1
7

　
　
　
　     （
平
日
9
〜
17 
時
受
付
）

代表受賞する和田（旭区）・斉藤（保土ケ谷区）
両議員（右から）

　「横浜市市民協働条例」の制定を推進した公明党横浜市会議員
団が、11月2日第 7 回マニフェスト大賞・優秀成果賞と審査委
員会特別賞を受賞しました。マニフェスト大賞とは、これまで
注目を集めることの少なかった地方自治体の首長、議会、議員
等の活動を審査して（北川正恭審査委員長）地道な活動を積む
人々に名誉を与え、さらなる政策提言意欲の向上につながるこ
とを期待して設けられたものです。今回は過去最高となる総計
1376 団体 1889 件の応募があり、地方議会部門 15 団体 8
名、首長部門 5 名、市民等部門 9 団体 1 名が受賞しました。

マニフェスト大賞“優秀成果賞
”
と“審査委員会特別賞

”
を受賞

公明党横浜市会議員団

 
道
路
の
陥
没
防
止

│

　       

空
洞
化
対
策
を
推
進

　
そ
の
後
、
平
成
24
年
第
3
回
定
例
会
に
お

い
て
、
路
面
下
の
空
洞
化
対
策
、
重
要
橋

り
ょ
う
・
歩
道
橋
の
地
震
対
策
等
に
つ
い

て
質
問
。

　
そ
の
結
果
、
林
文
子
市
長
か
ら
、
3
年
間

で
全
て
の
緊
急
輸
送
路
3
8
0
㎞
の
空
洞

化
調
査
を
行
う
ほ
か
、病
院
、消
防
署
、警
察

署
、
地
域
防
災
拠
点
、
港
湾
施
設
な
ど
災
害

時
に
重
要
な
役
割
を
果
た
す
拠
点
と
緊
急

輸
送
路
を
つ

な
ぐ
道
路
の

調
査
を
始
め

る
こ
と
、空
洞

が
発
見
さ
れ

た
場
合
は
、速

や
か
に
補
修

な
ど
の
対
応

を
行
う
旨
の

答
弁
が
あ
り

ま
し
た
。

　
震
災
に
備
え
、
老
朽
化
す
る
都
市
イ
ン
フ
ラ
の
危
険
要
因
を
把
握
し
て
、
防
災
・
減

災
対
策
に
生
か
す
取
り
組
み
が
重
要
と
の
観
点
か
ら
、
公
明
党
横
浜
市
会
議
員
団
は
本

年
8
月
、市
長
に「
事
前
防
災
・
減
災
の
推
進
を
求
め
る
要
望
書
」を
提
出
し
ま
し
た
。

ヨ
コ
ハ
マ
・
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
計
画

　ヨ
コ
ハ
マ
・
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
計
画

都
市
イ
ン
フ
ラ
の
総
点
検
で
進
む！

都
市
イ
ン
フ
ラ
の
総
点
検
で
進
む！

地中空洞探査車両を視察（6月2日）

 

横
浜
港
の
港
湾
施
設
を
調
査

　
横
浜
港
の
2
3
5
あ
る
岸
壁
や
護
岸
と

い
っ
た
主
な
港
湾
施
設
の
う
ち
、
建
造
後
50

年
以
上
経
過
し
て
い
る
も
の
は
現
在
48
施

設
、
20
年
後
の

2
0
3
2
年
時

点
で
は
半
数

近
い
1
1
5
施

設
に
上
り
ま

す
。

　
公
明
党
横

浜
市
会
議
員

団
は
、
こ
う
し

た
港
湾
施
設

に
お
け
る
老

朽
化
等
の
状

況
を
把
握
す
る
た
め
横
浜
港
を
調
査
し
、
市

内
経
済
の
要
で
あ
り
、
災
害
時
に
も
輸
送
の

重
要
な
経
路
と
な
る
港
湾
施
設
の
耐
震
化
、

防
災
対
策
及
び
長
寿
命
化
を
計
画
的
に
進

め
る
よ
う
平
成
25
年
度
予
算
要
望
で
市
長

に
申
し
入
れ
ま
し
た
。

  

港湾施設を視察（8月9日）

第7回

南区版

公明党横浜市会議員団
南区政務調査事務所長

横浜市会議員

　児童養護施設等を退所した後に児童を
アフターケアする事業（よこはま・イツモ・
プロジェクト）が始まり、このプロジェク
トの拠点となる「よこはま Port For（ポー
トフォー）」が11月より開所しました。これ
に先がけて内覧会が行われ仁田まさとし
市議が視察しました。

　監査委員会が実施してきました平成23年度決算審査の意見
書を林文子横浜市長に提出しました。
　仁田まさとし市議は、本年度の監査委員として同席し、意見
を述べました。その際、児童虐待の未然防止・早期対応の取り
組みついて、平成23年度からの新たな取組みがある中、残念
な2件の死亡事例が発生したことから、高度で専門性の高い人
材の育成強化の必要性を強調しました。

「よこはま Port For」 が開所「よこはま Port For」 が開所「よこはま Port For」 が開所

〔所在地〕横浜市西区高島2-5-5 ハイツ横浜203号室
〔連絡先〕Tel.045-548-8011 （横浜駅東口徒歩5分）

施設退所後の児童をアフターケアする

決算審査意見書を市長へ提出
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災害に強い「防災モデル都市」横浜を目指す災害に強い「防災モデル都市」横浜を目指す災害に強い「防災モデル都市」横浜を目指す災害に強い「防災モデル都市」横浜を目指す平
成
23
年
度
決
算
特
別
委
員
会
の
論
戦
か
ら

平
成
23
年
度
決
算
特
別
委
員
会
の
論
戦
か
ら

平
成
23
年
度
決
算
特
別
委
員
会
の
論
戦
か
ら

　
　
　
　『
い
の
ち
を
守
る
施
策
の
充
実
を
』

　
　加
藤  

広
人 

（
磯
子
区
選
出
）

　
東
日
本
大
震
災
で
得
ら
れ
た
教
訓
を

市
の
防
災
に
生
か
す
た
め
に
も
、
ま
ず
港

湾
施
設
、
下
水
道
施
設
の
老
朽
化
対
策
を
着
実
に
進
め
る

こ
と
が
、
減
災
と
と
も
に
横
浜
経
済
の
活
性
化
に
つ
な
が

る
と
訴
え
ま
し
た
。

　
そ
の
上
で
、
災
害
時
医
療
体
制
の
課
題
に
対
処
す
る

た
め
、
横
浜
市
全
体
を
統
制
す
る「
医
療
調
整
チ
ー
ム
」

を
、
各
区
に
は「
災
害
医
療
連
絡
会
議
」の
設
置
を
、
ま

た
、
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
等
が
利
用
す
る
「
ふ
れ
あ

い
収
集
」
を
新
た
な
防
災
計
画
で
安
否
確
認
の
方
法
と

し
て
位
置
付
け
る
こ
と
な
ど
を
提
案
。

　
さ
ら
に
、
子
ど
も
の
安
全
を
守
る
観
点
か
ら
、
市
立
小

中
学
校
の
児
童
・
生
徒
に
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
支
給
す
る
よ
う

要
望
。こ
れ
に
対
し
市
長
は
、財
源
の
問
題
が
あ
る
が
生
命

を
守
る
観
点
か
ら
議
論
を
進
め
た
い
と
答
弁
し
ま
し
た
。

　
　
　
　『
放
置
空
き
家
の
対
策
を
早
急
に
進
め
よ
』

　 

望
月  

康
弘 

（
港
北
区
選
出
）

　
防
犯
、
防
火
、
衛
生
等
の
観
点
か
ら

地
域
の
不
安
材
料
と
も
な
る
放
置
空

き
家
が
増
加
し
て
お
り
、
適
正
管
理
に
向
け
た
横
浜
市

の
取
り
組
み
が
求
め
ら
れ
る
と
訴
え
ま
し
た
。

　
副
市
長
は
、
人
口
減
少
社
会
を
迎
え
る
横
浜
市
の
大

き
な
課
題
で
あ
り
、
建
築
局
・
消
防
局
・
区
役
所
が
協

力
し
て
実
態
を
把
握
す
る
と
と
も
に
利
活
用
策
に
つ

い
て
も
検
討
し
て
い
く
と
答
弁
し
ま
し
た
。

　
　
　
　  
『
い
じ
め
│
子
ど
も
の
声
な
き
声
を
聴
け
』

　
　
行
田  

朝
仁 

（
青
葉
区
選
出
）

　
い
じ
め
に
つ
い
て
従
来
の
相
談
窓

口
に
加
え
、
新
た
な
仕
組
み
づ
く
り
に

よ
り
、Ｓ
О
Ｓ
を
発
信
で
き
な
い
子
ど
も
の„
声
な
き
声

“
を
把
握
す
べ
き
と
訴
え
ま
し
た
。

　
教
育
長
は
、
い
じ
め
一
一
〇
番
紹
介
カ
ー
ド
の
記
載

内
容
や
、
生
活
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
の
回
答
方
法
を

工
夫
す
る
な
ど
、今
後
対
策
を
検
討
し
て
い
く
と
答
弁
し

ま
し
た
。

総
合
審
査

　
　
　
　『 

『
ア
レ
ル
ギ
ー
啓
発
活
動
の
充
実
を
』

　
　
尾
崎  

太 

（
鶴
見
区
選
出
）

　
み
な
と
赤
十
字
病
院
ア
レ
ル
ギ
ー
セ

ン
タ
ー
で
の
教
員
や
保
育
士
に
対
す
る

研
修
を
継
続
的
・
計
画
的
に
充
実
さ
せ
る
こ
と
が
重
要

と
指
摘
し
ま
し
た
。

　
局
長
は
、
ア
レ
ル
ギ
ー
対
策
庁
内
連
絡
会
議
を
通

じ
、
こ
ど
も
青
少
年
局
・
健
康
福
祉
局
・
区
役
所
と
連

携
し
、
啓
発
活
動
を
進
め
、
専
門
医
・
看
護
師
の
確
保

を
図
り
た
い
と
答
弁
し
ま
し
た
。

病
院
経
営
局

建
築
局

　
　
　
　『
バ
ス
停
に
ベ
ン
チ
の
設
置
を
』

　 

竹
内  

康
洋 

（
神
奈
川
区
選
出
）

　
歩
道
幅
員
が
狭
い
バ
ス
停
で
も
大
き

さ
や
形
態
を
工
夫
し
、
ベ
ン
チ
を
設
置
す

べ
き
と
提
案
し
ま
し
た
。局
長
は
、
こ
れ
ま
で
バ
ス
停
ベ
ン

チ
の
新
設
・
増
設
を
行
っ
て
こ
な
か
っ
た
が
、今
後
工
夫
し

て
設
置
に
向
け
取
り
組
ん
で
い
く
と
答
弁
し
ま
し
た
。

交
通
局

教
育
委
員
会

　
　
　
　 『
災
害
時
に
広
報
車
の
積
極
活
用
を
』

　
　
安
西  

英
俊
（
港
南
区
選
出
）

　
市
民
か
ら
設
置
要
望
の
多
い
、
同
報

無
線
に
代
わ
る
災
害
時
の
広
報
の
有

効
な
手
段
と
し
て
、
ス
ピ
ー
カ
ー
を
搭
載
し
た
広
報
車

（
公
用
車
）の
有
効
活
用
を
提
案
し
ま
し
た
。　

　
局
長
は
、
運
用
マ
ニ
ュ
ア
ル
で
対
応
者
を
指
定
し
、

支
援
職
員
の
確
保
を
定
め
、
免
許
証
の
確
認
を
行
っ
た

う
え
、
平
時
で
も
広
報
車
を
活
用
す
る
よ
う
努
め
た
い

と
答
弁
し
ま
し
た
。

市
民
局

　
　
　
　  

『
脳
卒
中
救
急
の
治
療
実
績
公
表
の
今
後
』

　
　
源
波  

正
保 

（
泉
区
選
出
）

　
公
明
党
の
主
張
が
実
り
、
市
で
公
表

し
た
脳
卒
中
救
急
医
療
体
制
に
参
加

す
る
市
内
30
病
院
の
搬
送
・
治
療
実
績
を
今
後
の
医

療
体
制
の
強
化
に
つ
な
げ
る
べ
き
と
提
案
し
ま
し
た
。

　
局
長
は
、
全
国
的
に
見
て
も
進
ん
だ
取
り
組
み
で
あ

る
が
、さ
ら
に
改
善
し
て
い
く
と
答
弁
し
ま
し
た
。

健
康
福
祉
局

　
　
　
　
　『
と
も
に
成
長
す
る・第
5
回
ア
フ
リ
カ
開
発
会
議
』

　 

斎
藤  

真
二 

（
都
筑
区
選
出
）

　
明
年
6
月
、
前
回
に
引
き
続
き
二
回

目
の
開
催
と
な
る
同
会
議
開
催
地
を

横
浜
に
定
着
さ
せ
、
市
の
活
性
化
に
活
か
す
べ
き
と
主

張
し
ま
し
た
。副
市
長
は
、
国
際
的
視
野
を
持
っ
た
青

少
年
の
育
成
や
、
成
長
著
し
い
ア
フ
リ
カ
諸
国
と
の
経

済
交
流
、
女
性
の
活
躍
と
地
位
向
上
を
図
る
機
会
と
し

た
い
と
答
弁
し
ま
し
た
。

文
化
観
光
局

■
災
害
時
も
安
心
の
医
薬
品
供
給
を

　
横
浜
市
は
10 
月
3
日
、
医
薬
品
卸
5
社
と
災
害
時
の
医
薬
品
供

給
に
関
す
る
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。薬
は
水
や
食
料
と
と
も
に

災
害
時
の
必
需
品
で
あ
り
、
市
民
に
必
要
な
医
薬
品
を
確
実
に
届

け
る
体
制
整
備
が
急
が
れ
て
い
ま
し
た
。

　
公
明
党
横
浜
市
会
議
員
団
は
、「
震
災
時
の
医
薬
品
の
供
給
は

重
要
な
こ
と
で
あ
り
、
官
民
一
体
で
市
民
の
命
を
守
る
体
制
づ
く

り
に
全
力
で
取
り
組
む
べ
き
」
と
の
考
え
か
ら
、
医
療
用
医
薬
品

等
の
物
流
拠
点
を
訪
問
し
、協
定
締
結
を
推
進
し
て
き
ま
し
た
。

医薬品用物流拠点を視察（8月27日）

■
災
害
時
の
飲
料
水
を
確
保

　
横
浜
市
で
は
、
市
立
小
中
学
校
の
中
か
ら
4
5
3
カ
所
を
地
域

防
災
拠
点
に
指
定
し
て
い
ま
す
。し
か
し
、
飲
料
水
と
し
て
の
災

害
用
地
下
給
水
タ
ン
ク
や
緊
急
給
水
栓
が
設
置
さ
れ
て
い
な
い

1
7
2
カ
所
で
は
、
近
隣
施
設
の
地
下
タ
ン
ク
や
給
水
栓
を
利
用

す
る
し
か
な
い
不
便
な
状
況
で
し
た
。

　
そ
の
た
め

1
7
2
カ
所
の
小
中
学
校
に
設
置
さ
れ
て
い
る
受

水
槽
や
屋
上
の
高
置
槽
を
活
用
し
、
さ
ら
に
防
災
訓
練
に
学
校
受

水
槽
等
か
ら
の
応
急
給
水
訓
練
の
実
施
を
盛
り
込
む
よ
う
提
案

し
ま
し
た
。今
後
各
区
で
の
展
開
が
検
討
さ
れ
ま
す
。

■
５
政
令
指
定
都
市
で
も
防
災
・
減
災
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
を
議
論

　
大
都
市
共
通
の
政
策
課
題
を
議
論
す
る
公
明
党
の
「
五
大
市
政
策

研
究
会
」（
横
浜
・
名
古
屋
・
京
都
・
大
阪
・
神
戸
）で
も
、各
都
市
の

取
り
組
み
状
況
に
つ
い
て
報
告
し
合
い
ま
し
た
。

　
市
内
緊
急
輸
送
路
の
空
洞
調
査
を
市
長
に
提
案
し
た
横
浜
市
の
取
り

組
み
や
、
公
共
土
木
施
設
を
長
寿
命
化
す
る
こ
と
で
、
今
後
50
年
の
整

備
費
を
お
お
よ
そ
半
減
で
き
る
と
す
る
名
古
屋
市
の
予
防
保
全
計
画

の
実
例
な
ど
が
注
目
を
集
め
ま
し
た
。ま
た
、
レ
ベ
ニ
ュ
ー
債
な
ど
民

間
企
業
の
活
力
を
生
か
し
た
財
源
調
達
に
つ
い
て
も
議
論
し
ま
し
た
。 三ツ境小学校での訓練（10月20日）

平
成
25
年
度

     

予
算
要
望
書
を
提
出

平
成
25
年
度

     

予
算
要
望
書
を
提
出

 

　
10 
月
30
日
、
平
成
25
年
度
予
算
編
成
に
対

す
る
要
望
書
を
林
文
子
横
浜
市
長
に
提
出
し

ま
し
た
。　

　
公
明
党
が
掲
げ
る
「
防
災
・
減
災
ニ
ュ
ー

デ
ィ
ー
ル
」
が
、
横
浜
市
に
お
い
て
も
安
全
・

安
心
の
街
づ
く
り
と
新
た
な
発
展
を
リ
ー
ド

し
ゆ
く
政
策
と
な
る
と
の
認
識
を
基
調
に
、
災

害
時
に
市
民
を

守
る
具
体
的
な

防
災
施
策
や
、

「
子
ど
も
・
子

育
て
関
連
3

法
」
に
基
づ
く

横
浜
版
子
ど

も
・
子
育
て
会

議
の
早
期
設

置
、
中
学
校
昼

食
の
充
実
、
高

齢
者
の
孤
立
を

防
ぐ
モ
デ
ル
事

業
の
全
市
展
開

等
、
2
5
9
項

目
に
わ
た
り
要

望
し
ま
し
た
。

活発に意見交換する公明党
横浜市議団の代表（8月16日）

林文子市長に要望書を提出する公明党横浜市会議員団
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災害に強い「防災モデル都市」横浜を目指す災害に強い「防災モデル都市」横浜を目指す災害に強い「防災モデル都市」横浜を目指す災害に強い「防災モデル都市」横浜を目指す平
成
23
年
度
決
算
特
別
委
員
会
の
論
戦
か
ら

平
成
23
年
度
決
算
特
別
委
員
会
の
論
戦
か
ら

平
成
23
年
度
決
算
特
別
委
員
会
の
論
戦
か
ら

　
　
　
　『
い
の
ち
を
守
る
施
策
の
充
実
を
』

　
　加
藤  

広
人 

（
磯
子
区
選
出
）

　
東
日
本
大
震
災
で
得
ら
れ
た
教
訓
を

市
の
防
災
に
生
か
す
た
め
に
も
、
ま
ず
港

湾
施
設
、
下
水
道
施
設
の
老
朽
化
対
策
を
着
実
に
進
め
る

こ
と
が
、
減
災
と
と
も
に
横
浜
経
済
の
活
性
化
に
つ
な
が

る
と
訴
え
ま
し
た
。

　
そ
の
上
で
、
災
害
時
医
療
体
制
の
課
題
に
対
処
す
る

た
め
、
横
浜
市
全
体
を
統
制
す
る「
医
療
調
整
チ
ー
ム
」

を
、
各
区
に
は「
災
害
医
療
連
絡
会
議
」の
設
置
を
、
ま

た
、
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
等
が
利
用
す
る
「
ふ
れ
あ

い
収
集
」
を
新
た
な
防
災
計
画
で
安
否
確
認
の
方
法
と

し
て
位
置
付
け
る
こ
と
な
ど
を
提
案
。

　
さ
ら
に
、
子
ど
も
の
安
全
を
守
る
観
点
か
ら
、
市
立
小

中
学
校
の
児
童
・
生
徒
に
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
支
給
す
る
よ
う

要
望
。こ
れ
に
対
し
市
長
は
、財
源
の
問
題
が
あ
る
が
生
命

を
守
る
観
点
か
ら
議
論
を
進
め
た
い
と
答
弁
し
ま
し
た
。

　
　
　
　『
放
置
空
き
家
の
対
策
を
早
急
に
進
め
よ
』

　 

望
月  

康
弘 

（
港
北
区
選
出
）

　
防
犯
、
防
火
、
衛
生
等
の
観
点
か
ら

地
域
の
不
安
材
料
と
も
な
る
放
置
空

き
家
が
増
加
し
て
お
り
、
適
正
管
理
に
向
け
た
横
浜
市

の
取
り
組
み
が
求
め
ら
れ
る
と
訴
え
ま
し
た
。

　
副
市
長
は
、
人
口
減
少
社
会
を
迎
え
る
横
浜
市
の
大

き
な
課
題
で
あ
り
、
建
築
局
・
消
防
局
・
区
役
所
が
協

力
し
て
実
態
を
把
握
す
る
と
と
も
に
利
活
用
策
に
つ

い
て
も
検
討
し
て
い
く
と
答
弁
し
ま
し
た
。

　
　
　
　  

『
い
じ
め
│
子
ど
も
の
声
な
き
声
を
聴
け
』

　
　
行
田  

朝
仁 

（
青
葉
区
選
出
）

　
い
じ
め
に
つ
い
て
従
来
の
相
談
窓

口
に
加
え
、
新
た
な
仕
組
み
づ
く
り
に

よ
り
、Ｓ
О
Ｓ
を
発
信
で
き
な
い
子
ど
も
の„
声
な
き
声

“
を
把
握
す
べ
き
と
訴
え
ま
し
た
。

　
教
育
長
は
、
い
じ
め
一
一
〇
番
紹
介
カ
ー
ド
の
記
載

内
容
や
、
生
活
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
の
回
答
方
法
を

工
夫
す
る
な
ど
、今
後
対
策
を
検
討
し
て
い
く
と
答
弁
し

ま
し
た
。

総
合
審
査

　
　
　
　『 

『
ア
レ
ル
ギ
ー
啓
発
活
動
の
充
実
を
』

　
　
尾
崎  

太 

（
鶴
見
区
選
出
）

　
み
な
と
赤
十
字
病
院
ア
レ
ル
ギ
ー
セ

ン
タ
ー
で
の
教
員
や
保
育
士
に
対
す
る

研
修
を
継
続
的
・
計
画
的
に
充
実
さ
せ
る
こ
と
が
重
要

と
指
摘
し
ま
し
た
。

　
局
長
は
、
ア
レ
ル
ギ
ー
対
策
庁
内
連
絡
会
議
を
通

じ
、
こ
ど
も
青
少
年
局
・
健
康
福
祉
局
・
区
役
所
と
連

携
し
、
啓
発
活
動
を
進
め
、
専
門
医
・
看
護
師
の
確
保

を
図
り
た
い
と
答
弁
し
ま
し
た
。

病
院
経
営
局

建
築
局

　
　
　
　『
バ
ス
停
に
ベ
ン
チ
の
設
置
を
』

　 

竹
内  

康
洋 

（
神
奈
川
区
選
出
）

　
歩
道
幅
員
が
狭
い
バ
ス
停
で
も
大
き

さ
や
形
態
を
工
夫
し
、
ベ
ン
チ
を
設
置
す

べ
き
と
提
案
し
ま
し
た
。局
長
は
、
こ
れ
ま
で
バ
ス
停
ベ
ン

チ
の
新
設
・
増
設
を
行
っ
て
こ
な
か
っ
た
が
、今
後
工
夫
し

て
設
置
に
向
け
取
り
組
ん
で
い
く
と
答
弁
し
ま
し
た
。

交
通
局

教
育
委
員
会

　
　
　
　 『
災
害
時
に
広
報
車
の
積
極
活
用
を
』

　
　
安
西  

英
俊
（
港
南
区
選
出
）

　
市
民
か
ら
設
置
要
望
の
多
い
、
同
報

無
線
に
代
わ
る
災
害
時
の
広
報
の
有

効
な
手
段
と
し
て
、
ス
ピ
ー
カ
ー
を
搭
載
し
た
広
報
車

（
公
用
車
）の
有
効
活
用
を
提
案
し
ま
し
た
。　

　
局
長
は
、
運
用
マ
ニ
ュ
ア
ル
で
対
応
者
を
指
定
し
、

支
援
職
員
の
確
保
を
定
め
、
免
許
証
の
確
認
を
行
っ
た

う
え
、
平
時
で
も
広
報
車
を
活
用
す
る
よ
う
努
め
た
い

と
答
弁
し
ま
し
た
。

市
民
局

　
　
　
　  

『
脳
卒
中
救
急
の
治
療
実
績
公
表
の
今
後
』

　
　
源
波  

正
保 

（
泉
区
選
出
）

　
公
明
党
の
主
張
が
実
り
、
市
で
公
表

し
た
脳
卒
中
救
急
医
療
体
制
に
参
加

す
る
市
内
30
病
院
の
搬
送
・
治
療
実
績
を
今
後
の
医

療
体
制
の
強
化
に
つ
な
げ
る
べ
き
と
提
案
し
ま
し
た
。

　
局
長
は
、
全
国
的
に
見
て
も
進
ん
だ
取
り
組
み
で
あ

る
が
、さ
ら
に
改
善
し
て
い
く
と
答
弁
し
ま
し
た
。

健
康
福
祉
局

　
　
　
　
　『
と
も
に
成
長
す
る・第
5
回
ア
フ
リ
カ
開
発
会
議
』

　 

斎
藤  
真
二 

（
都
筑
区
選
出
）

　
明
年
6
月
、
前
回
に
引
き
続
き
二
回

目
の
開
催
と
な
る
同
会
議
開
催
地
を

横
浜
に
定
着
さ
せ
、
市
の
活
性
化
に
活
か
す
べ
き
と
主

張
し
ま
し
た
。副
市
長
は
、
国
際
的
視
野
を
持
っ
た
青

少
年
の
育
成
や
、
成
長
著
し
い
ア
フ
リ
カ
諸
国
と
の
経

済
交
流
、
女
性
の
活
躍
と
地
位
向
上
を
図
る
機
会
と
し

た
い
と
答
弁
し
ま
し
た
。

文
化
観
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■
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時
も
安
心
の
医
薬
品
供
給
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横
浜
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医
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卸
5
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と
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時
の
医
薬
品
供

給
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ま
し
た
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や
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と
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に

災
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時
の
必
需
品
で
あ
り
、
市
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に
必
要
な
医
薬
品
を
確
実
に
届

け
る
体
制
整
備
が
急
が
れ
て
い
ま
し
た
。

　
公
明
党
横
浜
市
会
議
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団
は
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震
災
時
の
医
薬
品
の
供
給
は

重
要
な
こ
と
で
あ
り
、
官
民
一
体
で
市
民
の
命
を
守
る
体
制
づ
く

り
に
全
力
で
取
り
組
む
べ
き
」
と
の
考
え
か
ら
、
医
療
用
医
薬
品

等
の
物
流
拠
点
を
訪
問
し
、協
定
締
結
を
推
進
し
て
き
ま
し
た
。

医薬品用物流拠点を視察（8月27日）
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時
の
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を
確
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後
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の
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検
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。
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取
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ま
し
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市
内
緊
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送
路
の
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調
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に
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浜
市
の
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で
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横浜市議団の代表（8月16日）

林文子市長に要望書を提出する公明党横浜市会議員団
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■
障
害
者
虐
待
防
止
セ
ン
タ
ー
を
開
設

　
10 
月
か
ら
障
害
者
虐
待
防
止
法
が

施
行
さ
れ
、
併
せ
て
通
報
・
届
け
出
窓

口
が
開
設
さ
れ
ま
し
た
。

　
精
神
保
健
福
祉
士
や
社
会
福
祉
士
な

ど
の
専
門
職
が
24
時
間
3
6
5
日
対
応

し
ま
す
。通
報
や 

届
出
の
内
容
か
ら
、
虐

待
が
疑
わ
れ
る
ケ
ー
ス
に
つ
い
て
は
、
健

康
福
祉
局
や
各
区
福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー 

等
が
連
携
し
な
が
ら
障
害
者
の
保
護
・

自
立
の
支
援
等
に
向
け
対
応
し
て
い
き

ま
す
。

☎
0
4
5
・
6
6
2
・
0
3
5
5

　
　
　
　
　
　
　         

（
24
時
間
受
付
）

人に優しい政策が実現、スタートしました！
■
妊
婦
歯
科
健
康
診
査
が
ス
タ
ー
ト

　
10 
月
か
ら
妊
娠
中
に
1
回
、
無
料
の

歯
科
健
診
を
開
始
。母
子
手
帳
と
一
緒

に
無
料
受
診
券

が
交
付
さ
れ
、
市

内
9
5
0
カ
所

の
歯
科
診
療
所

で
予
約
の
後
、
受

診
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
小
児
医
療
費
助
成
制
度
の
対
象
が
拡
大

　
10 
月
か
ら
通
院
に
か
か
る
小
児
医

療
費
無
料
化
の
対
象
年
齢
が
就
学
前

か
ら
小
学
１
年
生
ま
で
に
拡
大
さ
れ

ま
し
た
。

　
公
明
党
は
、
平
成
4
年
に
横
浜
市
会

で
初
め
て
無
料
化
を
主
張
し
て
以
来
、

一
貫
し
て
拡
充
に
努
力
し
て
き
ま
し

た
。今
後
も
、
所
得
制
限
の
撤
廃
と
と

も
に
小
学

6
年
生
ま

で
の
拡
大

を
目
指
し

ま
す
。

■
24
時
間
対
応
の
訪
問
介
護
・
看
護
サ
ー
ビ
ス

　
高
齢
化
が
進
む
中
、
自
宅
で
安
心
し

て
介
護
や
医
療
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら

れ
る
24
時
間
型
の

訪
問
介
護
・
看
護

サ
ー
ビ
ス
が
10 
月

か
ら
始
ま
り
ま
し

た
。

　
現
在
、
各
区
に

一
カ
所
ず
つ
市
が
指
定
し
た
事
業
者

が
同
サ
ー
ビ
ス
を
手
が
け
て
い
ま
す

が
、
平
成
26
年
度
ま
で
に
倍
増
す
る
予

定
で
す
。

■
犯
罪
被
害
者
へ
の
相
談
窓
口
を
設
置

　
犯
罪
被
害
に
苦
し
む
被
害
者
や
そ
の

家
族
の
相
談
に
応
じ
、
支
援
す
る
た
め

の
犯
罪
被
害
者
相
談
窓
口
が
開
設
さ
れ

ま
し
た
。県
の
窓

口
と
は
別
に
、
横

浜
市
独
自
に
福

祉
職
を
配
置
し
、

関
係
専
門
機
関

と
も
連
携
し
て

相
談
者
に
寄
り

添
い
な
が
ら
支

援
し
ま
す
。

☎
0
4
5
・
6
7
1
・
3
1
1
7

　
　
　
　     （
平
日
9
〜
17 
時
受
付
）

代表受賞する和田（旭区）・斉藤（保土ケ谷区）
両議員（右から）

　「横浜市市民協働条例」の制定を推進した公明党横浜市会議員
団が、11月2日第 7 回マニフェスト大賞・優秀成果賞と審査委
員会特別賞を受賞しました。マニフェスト大賞とは、これまで
注目を集めることの少なかった地方自治体の首長、議会、議員
等の活動を審査して（北川正恭審査委員長）地道な活動を積む
人々に名誉を与え、さらなる政策提言意欲の向上につながるこ
とを期待して設けられたものです。今回は過去最高となる総計
1376 団体 1889 件の応募があり、地方議会部門 15 団体 8
名、首長部門 5 名、市民等部門 9 団体 1 名が受賞しました。

マニフェスト大賞“優秀成果賞
”
と“審査委員会特別賞

”
を受賞

公明党横浜市会議員団

 

道
路
の
陥
没
防
止

│

　       

空
洞
化
対
策
を
推
進

　
そ
の
後
、
平
成
24
年
第
3
回
定
例
会
に
お

い
て
、
路
面
下
の
空
洞
化
対
策
、
重
要
橋

り
ょ
う
・
歩
道
橋
の
地
震
対
策
等
に
つ
い

て
質
問
。

　
そ
の
結
果
、
林
文
子
市
長
か
ら
、
3
年
間

で
全
て
の
緊
急
輸
送
路
3
8
0
㎞
の
空
洞

化
調
査
を
行
う
ほ
か
、病
院
、消
防
署
、警
察

署
、
地
域
防
災
拠
点
、
港
湾
施
設
な
ど
災
害

時
に
重
要
な
役
割
を
果
た
す
拠
点
と
緊
急

輸
送
路
を
つ

な
ぐ
道
路
の

調
査
を
始
め

る
こ
と
、空
洞

が
発
見
さ
れ

た
場
合
は
、速

や
か
に
補
修

な
ど
の
対
応

を
行
う
旨
の

答
弁
が
あ
り

ま
し
た
。

　
震
災
に
備
え
、
老
朽
化
す
る
都
市
イ
ン
フ
ラ
の
危
険
要
因
を
把
握
し
て
、
防
災
・
減

災
対
策
に
生
か
す
取
り
組
み
が
重
要
と
の
観
点
か
ら
、
公
明
党
横
浜
市
会
議
員
団
は
本

年
8
月
、市
長
に「
事
前
防
災
・
減
災
の
推
進
を
求
め
る
要
望
書
」を
提
出
し
ま
し
た
。

ヨ
コ
ハ
マ
・
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
計
画

　ヨ
コ
ハ
マ
・
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
計
画

都
市
イ
ン
フ
ラ
の
総
点
検
で
進
む！

都
市
イ
ン
フ
ラ
の
総
点
検
で
進
む！

地中空洞探査車両を視察（6月2日）

 

横
浜
港
の
港
湾
施
設
を
調
査

　
横
浜
港
の
2
3
5
あ
る
岸
壁
や
護
岸
と

い
っ
た
主
な
港
湾
施
設
の
う
ち
、
建
造
後
50

年
以
上
経
過
し
て
い
る
も
の
は
現
在
48
施

設
、
20
年
後
の

2
0
3
2
年
時

点
で
は
半
数

近
い
1
1
5
施

設
に
上
り
ま

す
。

　
公
明
党
横

浜
市
会
議
員

団
は
、
こ
う
し

た
港
湾
施
設

に
お
け
る
老

朽
化
等
の
状

況
を
把
握
す
る
た
め
横
浜
港
を
調
査
し
、
市

内
経
済
の
要
で
あ
り
、
災
害
時
に
も
輸
送
の

重
要
な
経
路
と
な
る
港
湾
施
設
の
耐
震
化
、

防
災
対
策
及
び
長
寿
命
化
を
計
画
的
に
進

め
る
よ
う
平
成
25
年
度
予
算
要
望
で
市
長

に
申
し
入
れ
ま
し
た
。

  

港湾施設を視察（8月9日）

第7回

南区版

公明党横浜市会議員団
南区政務調査事務所長

横浜市会議員

　児童養護施設等を退所した後に児童を
アフターケアする事業（よこはま・イツモ・
プロジェクト）が始まり、このプロジェク
トの拠点となる「よこはま Port For（ポー
トフォー）」が11月より開所しました。これ
に先がけて内覧会が行われ仁田まさとし
市議が視察しました。

　監査委員会が実施してきました平成23年度決算審査の意見
書を林文子横浜市長に提出しました。
　仁田まさとし市議は、本年度の監査委員として同席し、意見
を述べました。その際、児童虐待の未然防止・早期対応の取り
組みついて、平成23年度からの新たな取組みがある中、残念
な2件の死亡事例が発生したことから、高度で専門性の高い人
材の育成強化の必要性を強調しました。

「よこはま Port For」 が開所「よこはま Port For」 が開所「よこはま Port For」 が開所

〔所在地〕横浜市西区高島2-5-5 ハイツ横浜203号室
〔連絡先〕Tel.045-548-8011 （横浜駅東口徒歩5分）

施設退所後の児童をアフターケアする

決算審査意見書を市長へ提出


